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朝

鮮

線

督

府

備
園
寺
と
石
窟
庵

i
朝
鮮
質
物
古
蹟
図
録
第
一
ー
ー

四
六
四
倍
、
同
版
七
六
、
各
葉
有
解
説

大
正
十
三
年
刊
、
定
債
十
二
国

本
図
録
は
先
に
公
に
さ
れ
た
朝
鮮
古
蹟
闘
譜
の
後
を
受
け
て

新
に
同
総
督
府
よ
り
朝
鮮
賓
物
古
蹟
闘
録
の
第
一
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
牧
む
る
所
の
固
版
七
十
六
、
各
葉
に
は

解
説
を
附
し
て
閲
穏
に
便
し
、
更
に
故
湾
問
耕
作
先
生
の
線
設

を
得
て
巻
頭
を
飾
っ
て
居
る
。
内
容
は
大
別
之
を
二
部
に
分
っ

て
前
宇
十
九
闘
を
悌
閣
寺
に
、
後
牛
五
十
七
固
を
石
窟
庵
に
嘗

て
、
図
版
第
一
よ
り
第
三
に
わ
た
っ
て
は
偽
閣
寺
附
近
の
地
形

図
並
び
に
景
観
、
寺
地
の
賓
測
固
を
此
恨
め
て
同
寺
を
め
ぐ
る
白

然
を
理
解
す
る
に
便
せ
し
め
、
第
四
国
に
は
伽
藍
配
置
圏
、
第
五

よ
り
第
十
九
闘
ま
で
を
諸
建
建
物
の
国
版
に
あ
て
、
大
石
摂
、

大
雄
殿
、
石
燈
、
多
賓
培
、
緯
迦
塔
、
八
方
金
剛
座
、
銅
遺
脱

出
胤
遮
那
悌
、
同
阿
粥
陀
悌
、
合
利
石
塔
、
憧
竿
支
桂
、
石
獅
、

石
浮
屠
等
を
牧
め
て
居
る
。
而
し
て
後
半
石
潟
庵
の
部
に
て
は

闘
版
第
二
十
、
二
十
一
に
は
境
内
の
賞
測
悶
と
全
長
官
劫
農
を
、

二
十
二
、
二
十
三
に
は
修
復
前
の
答
長
と
修
復
工
事
過
穂
、
二

十
四
よ
り
六
ま
で
を
構
志
賀
測
闘
に
、
二
十
七
以
下
を
潟
内
諾

像
等
に
嘗
て
、
前
室
八
部
紳
裁
、
金
剛
力
士
、
四
天
王
よ
り
始

め
て
本
傘
、
本
隼
を
め
ぐ
る
諸
像
を
牧
め
た
周
壁
に
及
び
吏
に

そ
の
内
彫
各
像
の
部
八
刀
を
大
築
し
、
共
に
上
部
の
禽
、
禽
内
の
各

像
、
天
井
等
、
そ
の
編
輯
万
針
は
部
分
を
示
す
と
共
に
そ
れ
ら
各
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部
分
の
占
む
る
位
置
、
相
互
の
関
係
を
明
か
に
す
る
事
に
努
め

解
説
叉
併
の
静
静
と
平
和
と
紳
巌
を
あ
ら
は
し
て
些
の
冗
漫
も

油
断
も
な
い
名
匠
の
紳
技
の
み
伝
ら
や

J

、
構
活
上
本
尊
と
の
問



に
試
み
ら
れ
た
る
持
殊
の
工
夫
に
つ
い
て
特
に
強
調
し
て
居

る
。
蓋
し
と
の
悌
寺
並
び
に
石
原
庵
に
関
し
て
は
、
そ
の
著
述

や
震
度
集
等
の
如
き
も
決
し
て
少
く
は
な
い
が
、
従
来
諸
書
の

牧
む
る
所
が
或
は
部
分
的
断
片
的
で
あ
G
た
り
、
或
は
配
置
尉

の
如
き
も
不
倍
賞
で
あ
っ
た
弊
を
除
き
、
現
存
遺
跡
遺
物
の
岡

集
に
加
ふ
る
に
精
続
紅
賀
測
図
を
以
て
し
て
構
造
全
般
の
紹
介

を
企
て
、
以
て
皐
的
正
確
を
期
し
て
居
る
拡
に
我
々
は
注
意
し

・
泣
け
れ
ば
訟
ら
な
い
。
尤
も
本
寺
は
荒
廃
既
に
甚
し
い
も
の
が

あ
り
、
基
本
調
査
を
行
は
や
し
て
念
ぎ
修
復
を
施
し
た
錦
、
今

日
原
形
の
既
に
明
か
た
ら
ぬ
部
分
も
生
じ
て
居
る
と
の
事
で
あ

る
が
、
本
闘
録
に
あ
っ
て
は
特
に
察
員
数
葉
を
さ
い
て
修
理
以

前
の
賓
燃
を
体
へ
、
殊
に
石
駕
晦
修
復
の
工
事
過
程
の
寝
真
を

牧
め
た
の
は
、
北
ハ
貧
測
闘
と
相
侠
っ
て
構
造
を
理
解
さ
せ
る
上

に
も
甚
だ
有
盆
な
記
録
で
あ
っ
た
と
忠
ふ
。

巻
頭
の
線
設
は
既
に
一
言
ふ
れ
た
如
く
、
悲
し
く
も
今
は
故

洛
問
主
円
陵
先
生
の
遺
協
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
先
生
の
あ

の
坦
々
・
と
し
て
よ
ど
み
た
く
、
知
ら
や
/
¥
の
内
に
人
を
引
き

入
れ
て
行
く
濁
特
の
文
章
と
、
そ
の
平
明
な
章
句
の
内
に
も
ら

れ
た
溢
る
L
ば
か
り
の
詩
情
と
は
、
僅
か
敬
葉
の
内
、
或
は
寺
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院
の
規
模
を
述
べ
、
或
拡
そ
の
創
建
の
歴
史
を
設
く
か

L
る
線

誕
の
内
に
も
自
ら
う
か
ビ
は
れ
て

l
l
「
吐
含
山
の
西
鐙
翠
黛

滴
る
慮
、
松
林
の
参
差
た
る
聞
に
蔓
守
一
連
ぬ
る
」
悌
閣
寺
に
遊

び
、
「
遥
か
に
日
本
海
の
柑
努
を
望
む
断
燥
の
傍
ら
」
、
「
山
を
穿

ち
濡
を
設
け
た
る
」
石
篇
庵
を
訪
ム
心
は
自
ら
護
者
hz
誘
な
ふ

も
の
あ
る
と
北
ハ
に
、
と
の
自
然
と
へ
工
の
善
美
を
議
し
た
平
和

と
紳
殻
の
悌
域
を
訪
は
れ
た
美
の
人
で
あ
り
、
直
観
の

A
で
あ

っ
た
と
と
が
偲
ば
れ
る
。
故
先
生
を
思
ふ
時
、
我
々
は
感
慨
の

新
な
る
を
禁
じ
符
・
泣
い
も
の
が
あ
る
。
右
の
段
沼
田
先
生
の
線

設
に
つ
い
て
、
資
料
の
蒐
集
及
び
解
説
は
藤
田
亮
策
氏
が
蛍
ら

れ
、
出
版
佼
正
に
は
梅
原
先
生
、
務
員
は
ん
7

関
光
夫
、
湾
俊
一
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雨
氏
、
官
測
に
は
米
間
美
代
治
氏
が
従
事
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る。
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